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明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
は
、
大

日
本
帝
国
憲
法
が
発
布
さ
れ
た
（
二
月
十

一
日
）
歴
史
的
な
年
で
し
た
が
、
ま
た
市

町
村
制
が
実
施
さ
れ
、
芦
屋
村
・
津
知
村
・

三
条
村
・
打
出
村
の
旧
四
村
が
合
併
し
、

「
精
道
村
」
が
誕
生
し
た
記
念
す
べ
き
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
「
精
道
村
」
の
村
名
は
、
精
道
小
学
校
の

校
名
か
ら
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
校
名

は
、西
宮
の
学
者
豊
田
政
苗
が
書
い
た「
養

精
修
道
」
の
語
か
ら
二
字
を
選
ん
だ
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
精
道
村
役
場
は
、
芦
屋
樋
口
新
田

（
現
在
の
精
道
小
学
校
内
）
に
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
正
十
二
年
に
、
現

在
の
市
役
所
北
側
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
三
階
建
て
の
、
当
時
日
本
一
と
い
わ

れ
た
村
役
場
が
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
以
前
の
芦
屋
の
生
業
は
、
主
と
し

て
農
業
と
漁
業
、
ま
た
芦
屋
川
の
急
流
を

利
用
し
た
水
車
産
業
な
ど
で
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

　

明
治
維
新
以
後
、
大
阪
・
神
戸
の
二
大

都
市
が
近
代
都
市
と
し
て
の
新
た
な
発
達

を
始
め
、こ
と
に
日
清
・
日
露
戦
争
を
経
て
、

そ
の
発
展
は
目
覚
ま
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
二
大
都
市
近
郊
に
位
置
す

る
芦
屋
の
地
は
、
両
市
に
興
隆
し
た
当
時

の
実
業
家
た
ち
の
注
目
を
集
め
る
と
こ
ろ

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
明
治
三
十
八
年
の
阪
神
電
車

開
通
を
機
に
、
阪
神
芦
屋
駅
周
辺
の
芦
屋

川
扇
状
地
を
中
心
に
、
こ
れ
ら
実
業
家
た

ち
の
邸
宅
が
建
ち
始
め
ま
し
た
。
次
い
で

明
治
四
十
年
に
は
、
大
阪
府
立
高
等
医
学

校
長
で
あ
っ
た
佐
多
愛
彦
氏
が
、
そ
の
専

門
と
す
る
結
核
病
学
的
立
場
か
ら
、
芦
屋

の
山
手
地
帯
を
阪
神
間
第
一
の
健
康
地
と

喧
伝
し
、
自
ら
も
別
荘
を
建
て
、
松
風
山

荘
住
宅
地
の
基
を
開
き
ま
す
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
大
正
二
年
の
国
鉄
芦

屋
駅
開
設
、
大
正
九
年
の
阪
急
電
車
開
通

に
よ
り
、
芦
屋
川
を
挟
ん
だ
山
手
丘
陵
地

に
邸
宅
建
設
が
伸
び
、
芦
屋
川
を
中
心
と

し
た
広
壮
な
住
宅
街
が
形
成
さ
れ
て
い
き

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
芦
屋
川
を
中
心
と
し
た
住

宅
地
の
発
展
も
、
早
く
も
昭
和
初
年
に
は

飽
和
点
に
達
し
、
市
街
地
は
引
き
続
き
打

出
丘
陵
地
、
宮
川
上
流
の
丘
陵
地
へ
と
発

展
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
と
と
も
に
、
劍
谷
国
有
林
の
一
部

払
い
下
げ
を
受
け
た
株
式
会
社
六
麓
荘
の

土
地
区
画
整
理
の
設
計
が
昭
和
四
年
に
認

可
さ
れ
、
こ
の
計
画
に
従
っ
て
、
東
洋
一

を 
謳 
っ
た
高
級
住
宅
街
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

う
た

　

こ
こ
で
は
街
路
の
完
全
舗
装
、
電
力
・

電
話
線
の
地
下
埋
設
、
上
下
水
道
整
備
や

巡
査
派
出
所
ま
で
完
備
さ
れ
、
近
代
的
な

ま
ち
が
昭
和
六
年
に
完
成
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
昭
和
十
二
年
、
六
麓
荘
に
芦
屋

国
際
ホ
テ
ル
が
竣
工
。
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に

占
領
さ
れ
る
ま
で
営
業
し
て
い
ま
し
た
。
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一
方
、新
し
く
精
道
村
に
居
を
構
え
た

資
産
家
た
ち
の
中
か
ら
は
、従
来
の
書
画

骨
董
だ
け
で
な
く
、洋
画
を
収
集
す
る
コ

レ
ク
タ
ー
や
、洋
画
家
た
ち
を
支
援
す
る

パ
ト
ロ
ン
が
現
れ
ま
し
た
。特
筆
す
べ
き

は
、滴
翠
と
号
し
た
山
口
吉
郎
兵
衛
と
謙
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文
学
で
は
、富
田
砕
花
・
谷
崎
潤
一
郎
を

は
じ
め
、山
口
誓
子
・
高
浜
年
尾
・
星
野
天

地
・
生
田
春
月
・
柳
沢
健
・
吉
沢
独
陽
・
早
野

臺
氣
・
児
玉
隆
男
ほ
か
、多
く
の
詩
人
・
歌

人
・
文
学
者
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
世
界
で
も
、中
山
岩
太
・
ハ
ナ
ヤ

勘
兵
衛
・
紅
谷
吉
之
助
ら
が
、昭
和
五
年
に

「
芦
屋
カ
メ
ラ

ク
ラ
ブ
」を
設

立
し
、そ
れ
ま

で
の
営
業
写
真

か
ら
芸
術
作
品

と
し
て
の
写
真

　

そ
の
後
、
国
際
ホ
テ
ル
は
芦
屋
女
学
校

の
手
に
渡
り
、
現
在
は
芦
屋
大
学
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
精
道
村
で
は
、
全
村
に
電
話
・

上
水
道
、
そ
の
他
の
都
市
施
設
も
相
次
い

で
完
備
し
、
高
級
住
宅
地
と
し
て
の
形
態

を
、
次
第
に
整
え
て
い
っ
た
の
で
す
。
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���　11月27日（金）午後６時～（５時15分開場）
���　ルナ・ホール　����　指定席 3,500
円・自由席 3,000円※当日
3,500円（自由席のみ）　�
���「高砂」観世喜正／
「野宮」観世銕之丞／「蝸牛」
茂山千五郎・茂山七五三／
「一角仙人」長山�三郎ほか
���������市民セ
ンター事務所・グリル業平・
市役所売店・ローソンチ
ケット（Ｌコード52393）
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���　11月３日（火・祝）午後１時～（０
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���星田一山、菊聖公一、菊重精峰、望
月さより、雅会（古結直美社中）、琴唱会

（菊枝社中）、生田流新
絃社、武庫川女子大学
附属中学校・高等学校、
芦屋山手コーラス、芦
屋三曲協会　����
�　市民センターで入
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　11月４日～29日　���　人
・箱石潤子の手づくり人形展

����������	
���

　11月15日（日）午後１時～４時
　人形作家・箱石潤子　���
300円（教材費含む）　���　
�����　下記へ
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���　11月７日・21日（土）午後２時
～（１時間以内）　����　要観覧料
�������	
��������
���　11月18日～３月17日（水）午後
２時～３時30分〈全５回〉　���　30
人　����　2,000円　�����
往復はがきで、11月９日までに下記へ
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���　11月14日（土）午後７時開演　
���　ホール　�����　2,000円
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議
長
に
高
津
久
四
郎
氏
が
選
出
。
次
い
で

一
月
三
十
一
日
に
は
、
そ
れ
ま
で
臨
時
市

長
を
務
め
て
い
た
大
利
市
右
ヱ
門
氏
が
、

初
代
市
長
に
就
任
。
さ
ら
に
二
月
十
日
に

は
、
初
代
助
役
の
筏
鹿
一
氏
、
初
代
収
入

役
に
は
矢
島
末
蔵
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
、

初
代
市
三
役
が
揃
い
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
市
制
施
行
の
年
に
は
日

独
伊
三
国
同
盟
が
結
ば
れ
、
昭
和
十
六
年

十
二
月
八
日
、
日
本
も
第
二
次
世
界
大
戦

へ
と
参
戦
し
て

い
き
ま
し
た
。

滴
翠

号

吉
郎
兵
衛

謙

四
郎
の
兄
弟
で
し
ょ
う
。滴
翠
美
術
館
は
、

旧
三
和
銀
行
の
前
身
で
あ
る
山
口
銀
行
頭

取
で
あ
っ
た
故
山
口
吉
郎
兵
衛
が
蒐
集
し

た
古
美
術
類（
陶
磁
器
・
人
形
・
か
る
た
等
）

を
展
示
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
の
建
物
は
、吉
郎
兵
衛
の
住
宅（
建

築
家
・
安
井
武
雄
氏
設
計
）を
改
装
し
た
も

の
で
、近
年
の「
関
西
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
二

十
選
」の
中
に
名
を
連
ね
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、船
場
の
実
業
家
で
大
正
半
ば
に

芦
屋
に
移
り
住
ん
だ
山
本
発
次
郎
は
、短

期
間
に
佐
伯
祐
三
の
作
品
百
五
十
点
余
り

を
収
集
。昭
和
十
二
年
に
は
東
京
で
回
顧

展
を
開
催
し
た
り
、画
集
を
発
行
す
る
な

ど
、佐
伯
へ
の
傾
倒
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

　

音
楽
の
世
界
で
は
、今
年
生
誕
百
年
を

迎
え
る
天
才
的
音
楽
家
・
貴
志
康
一
が
、大

正
五
年
か
ら
芦
屋
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、文
化
村
に
住
ん
で
い
た
亡
命

ロ
シ
ア
人
音
楽
家
と
出
会
い
、音
楽
家
・
貴

志
康
一
と
な
っ
て
、芦
屋
か
ら
世
界
へ
と

羽
ば
た
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、明
治
三
十
八
年
に
精
道
村
で
生

ま
れ
、後
に
吉
田
総
理
の
懐
刀
と
呼
ば
れ

た
白
洲
次
郎
も
、貴
志
と
同
時
代
に
芦
屋

で
幼
・
少
年
期
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
時
期
の
生
活
ス
タ
イ
ル

こ
そ
が
、
今
日
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
基
盤

と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
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阪
神
間
の
雰
囲
気
を
最
も
早
く
吸
収
し

た
の
は
、
画
家
・
中
川
一
政（
一
八
九
三
〜

一
九
九
一
）で
し
ょ
う
。彼
の
回
想
録
に
は
、

「
大
正
三
年
、私
は
摂
津
の
芦
屋
に
い
た
。

裸
で
浜
へ
行
け
る
距
離
の
と
こ
ろ
に
斎
田

と
い
う
家
が
あ
り
、詩
人
の
富
田
砕
花
が

家
族
の
よ
う
に
し
て
お
り
、私
を
呼
ん
で

く
れ
た
。（
中
略
）当
時
の
芦
屋
は
、松
林
の

中
に
流
れ
ひ
な
び
て
い
た
が
、肉
屋
が
ア

メ
リ
カ
帰
り
で
あ
っ
た
り
、ミ
ッ
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
が
あ
っ
た
り
、ど
こ
か
ハ
イ
カ

ラ
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
」と
記
し
て
お
り
、

そ
の
当
時
、深
江
の
酒
蔵
を
描
い
た
の
が
、

中
川
の
画
家
と
し
て
の
第
一
歩
で
し
た
。

　

大
正
の
初
め
、画
家
の
山
崎
福
之
助
と

福
井
一
郎
も
芦
屋
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

山
崎
が
京
都
か
ら「
健
康
地
」を
求
め
、結

核
の
療
養
の
た
め
に
訪
れ
て
い
た
の
に
対

し
、福
井
は
資
産
家
の
家
に
育
ち
、芦
屋
に

別
荘
住
ま
い
を
し
て
い
ま
し
た
。い
ず
れ

も
、当
時
の
阪
神
間
に
移
り
住
ん
だ
人
々

の
典
型
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、芦
屋
に
住
み
、日
本
独
自
の
油

彩
画
を
目
指
し
た
小
出�
重
に
と
っ
て
も
、

芦
屋
は
一
番
近
い
西
洋
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、長
谷
川
三
郎
・
吉
原
治
良
と
い
う
、

二
人
の
日
本
の
抽
象
絵
画
の
パ
イ
オ
ニ
ア

を
生
ん
だ
土
壌
も
、阪
神
間
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
と
無
縁
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

写
真

の
世
界
を
築
き

上
げ
ま
し
た
。
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①
ヨ
ド
コ
ウ
迎
賓
館（
旧
山
邑
邸
・
山
手
町
）

　

／
Ｆ
・
Ｌ
・
ラ
イ
ト
設
計（
大
正
十
三
年
）

②
山
本
発
次
郎
邸（
山
芦
屋
町
）／
竹
腰
建

　

造
設
計（
大
正
半
ば
）

③
芦
屋
仏
教
会
館（
前
田
町
）／
片
山
安
設

　

計（
昭
和
二
年
）

④
滴
翠
美
術
館（
山
芦
屋
町
）／
安
井
武
雄

　

設
計（
昭
和
八
年
）

⑤
中
山
悦
治
邸（
山
芦
屋
町
）／
村
野
藤
吾

　

設
計（
昭
和
九
年
）
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明
治
以
降
、
芦
屋
に
移
り
住
ん
だ
有
産

階
級
の
人
々
に
よ
っ
て
、
阪
神
間
文
化
の

ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
が
築
か
れ
た
と
い
っ
て

も
、
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
阪
神
間
文
化
の
栄
華
は
、
昭
和

五
年
こ
ろ
を
ピ
ー
ク
と
し
、
や
が
て
戦
時

色
に
染
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。　
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全
国
屈
指
の
富
豪
村
と
し
て
発
展
し
て

き
た
精
道
村
は
、
昭
和
十
五
年
十
一
月
六

日
付
け
内
務
省
告
示
第
五
八
〇
号
に
よ
り
、

精
道
村
を
廃
し
そ
の
区
域
を
も
っ
て
芦
屋

市
を
置
く
こ
と
が
認
可
さ
れ
、
同
月
十
日
、

時
あ
た
か
も
皇
紀
二
六
〇
〇
年
記
念
祝
典

挙
行
の
日
を
期
し
て
市
制
を
施
行
し
、
こ

こ
に
芦
屋
市
の
誕
生
を
迎
え
ま
し
た
。

　

芦
屋
市
は
、
全
国
で
一
七
三
番
目
に
で

き
た
市
で
す
が
、
と
く
に
重
要
な
の
は
、

村
か
ら
一
躍
し
て
市
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

　

ま
た
新
市
名
に
は
、
精
道
村
の
大
字
名

で
あ
っ
た「
芦
屋
」が
全
国
的
に
知
ら
れ
て

い
た
の
で
、
こ
れ
を
市
名
と
し
ま
し
た
。

　

同
年
十
二
月
二
十
六
日
に
は
、
初
め
て

の
市
議
会
議
員
選
挙
を
実
施
し
、
定
数
三

十
人
の
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
十
六
年
一
月
九
日
の
市
議
会
で
、
初

代
市
議
会
議
長
に
山
村
伊
左
衛
門
氏
、
副
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明
治
以
後
の
工
業
化
に
伴
う
生
活
環
境

悪
化
に
よ
る
た
め
か
、
大
阪
市
内
に
店
を

構
え
る
商
人
・
弁
護
士
・
医
者
を
は
じ
め

と
す
る
富
裕
な
階
級
は
、
近
代
的
生
活
の

第
一
歩
と
し
て
、
空
気
の
良
い
、
緑
豊
か

な
地
で
の
生
活
を
求
め
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
山
・
海
・
明
る
さ
と
い
っ
た

自
然
環
境
の
条
件
が
満
た
さ
れ
た
阪
神
間

に
、
人
気
が
集
中
し
ま
し
た
。

　

当
初
別
荘
地
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
た

阪
神
間
は
、
や
が
て
阪
神
電
車
の
開
通
と

と
も
に
、
通
勤
可
能
な
生
活
居
住
地
と
し

て
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

彼
ら
の
求
め
た
生
活
と
は
、
自
然
の
恩

恵
を
受
け
、
高
尚
な
趣
味
や
研
究
テ
ー
マ

を
持
ち
、
加
え
て
娯
楽
が
提
供
さ
れ
る
こ

と
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
日
常
生
活
で
は

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
モ
ダ
ン
な
生
活
が
提

唱
さ
れ
、
現
実
の
も
の
と
な
り
始
め
ま
す
。

��
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
	�


�
�
�

�
�
�
�

��

���������������	
���������

�������	�
�����

�������	
�������������

��������	
�����������

�������	
������������

���������������������	
��������	
���

�������	
�����������	
������

��������	
��� �

�������	��� �

����

�������	
��������
�������	
����������������
�������	��
����������

�����

�

�����

������

���　11月19日（木）午
後６時30分開演（６時開
場）　���　ルナ・ホー
ル　���　豊田喜代美
（ソプラノ）・伊藤亮太郎
（バイオリン）・尾高遵子
（ピアノ）・小坂圭太（ピア

ノ）　�����　2,500円（当日3,000
円）　����　市役所売店・市民セン
ター事務室・グリル業平・チケットぴあ
（Ｐコード337-595）
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�������	
����������

�����

���　

�����

���　
形作家・箱

�����

���　
���　
�　4,300
16人　�

����
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����

�����������うんじゃ隊の心
�������　   第21回あしや秋まつり
��������	��「子ども」「平和」「人権」
　　　　　　　　　  学習と交流の場　上宮川文化センター
�� � � � �　   第37回高齢者スポーツ大会
 　　　　　　　　  あしや・いち
�� � � ������貴志康一生誕100年記念演奏会
�������	�　  うまいもんと大坂画壇
 � � � � ��　三世代であそぼう！
 ������　　 浜風夢保育園 「♪ともだちになるために」
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① 8 :30

②12:00

③16:00

④19:00

⑤22:30
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���　11月14
日（土）①午前10
時30分 ～（10時
開場）②午後２
時～（１時30分

開場）　���　上宮川文化センター
３階ホール　����　中学生以上
500円（当日券のみ）　※満席の場合は、
入場を制限することがあります。
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